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研究成果の概要（和文）：（１）1950～70 年代の在外ウイグル人亡命者に関する公文書調査の

結果は、以下の通り。中国共産党との内戦に敗れ台湾に渡った中華民国政府は、①国連へ新疆

を脱出したウイグル人亡命者保護を強く要請し、自らも相当な経済的援助を行っていた ②ウ

イグル人在外亡命者組織と中華民国政府は「反共」（反中国共産党）というイデオロギー的結束

で、1960 年代までは深い繋がりを維持していた ③蒋介石の死後、特に中華人民共和国が改革

開放に舵を取ってからは、両者の往来が消失する、等、これまで知られていない中国国民党と

ウイグル人亡命者の結びつきが、台湾に於ける文献調査により明らかとなった。（２）中央アジ

アでの現地調査の成果は、以下の通り。①「カザフスタンのウイグル人」については既に幾つ

かの先行研究が存在するが、「キルギス共和国のウイグル人～そのコミュニティ、民族組織、ウ

イグル語メディア等～」について言及する論考は存在しなかった。本研究によって、キルギス

のウイグル人社会の全容が明らかとなった。②「東トルキスタン共和国」時代に政府中枢に比

較的近い部署にいて、その後、中央アジアに移住し、民族組織に関わってきた人々にインタビ

ューすることができた。とりわけ、「東トルキスタン共和国」時代に政府公報に勤務し、漢語文

献の翻訳やメディア工作に従事したムニール・イェルズィン氏へのインタビュー記録は、他に

類例のない貴重なものである。 

 

研究成果の概要（英文）：The author of this essay conducted a study of related official documents of 

ROC, Taiwan, to find formerly unknown facts and reach unprecedented conclusions as follows:  

1) The government of ROC, self-exiled in Taiwan since 1949, had repeatedly issue strong requests to 

UN to provide an assistance to Uyghurs fleeing PRC and protect them, while extending a remarkable 

financial support to those people;  

2) The government of ROC and the overseas organizations of defective Uyghurs had maintained close 

relationship with each other;  

3) However, this relationship dissapeared after Chang Kai-shek died, and the tide has been accelerated 

since the economic reform began in mainland China since late 1970s. 

 

The author had also conducted a similar study in Central Asian region. The results are the following; 
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1) There has been no related study about  "the Uyghur minority in the Kyrgyz Republic: its community, 

social structure as an ethnicity, and their media in their native language, etc.", as are several 

precedents on "the Uyghur in Kazakhstan". The autor is pleased to say here that this study is the first 

one which cast a spotlight on the uyghurs there and their society to fully illuminate; 

2) The author could have chances to take interviews of several key persons of the failed "East 

Turkestan Republic", who migrated to neighboring Central Asian countries to keep committed to their 

ethnic movement in some organizations. Among others, from the poin tof the author, the recorded 

interview with Munir Yerzin proves to be so unique and precious for the concerned scholars. Mr. Yerzin 

is a witness  of the second East Turkestan Republic, as he used to work at the government's public 

PR bureau as a translator of Mandarin and in media as a journalist. 
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１．研究開始当初の背景：中国新疆と境外に

おけるウイグル人の反中国政府運動史や、

「東トルキスタン」独立運動の実相を明らか

にするには、これまでの研究成果～所謂中国

「体制側」の主張（馬大正（『「東突厥斯坦国」

迷夢的幻滅』・李琪『「東突」分裂主義勢力研

究』等）や、ウイグル人民族主義者側の主張

（拙著『中国を追われたウイグル人－亡命者

が語る政治弾圧』）～だけでは本質は見えて

こない。世界各国に散らばる亡命ウイグル人

と移民ウイグル人の主要な民族組織が、それ

ぞれどのような政治活動を行なっているの

か、またメンバーはどのような背景（経歴）

を持った人物なのかといった点について実

地調査をするとともに、組織刊行物を収集し

て彼らの思想や主張・行動を分析し、さらに

中華民国の公文書や中華人民共和国政府の

諸文献も読み込み、中国政府側の方針（政策

や「国益」）と付き合わせることで、新たな

学術的知見を提示したいと思った。 

 

２．研究の目的：本研究の目的は、「中国の

少数民族」であり、テュルク系ムスリムであ

るウイグル人の政治活動に焦点を当て、中華

人民共和国建国（1949 年）から現在に至る

まで新疆ウイグル自治区で発生した反政府

運動と、境外に亡命・移民したウイグル人に

より結成された在外組織との間に、運動面や

人的側面において如何なる繋がりが存在し

ているのか、その関連性を解明することにあ

る。近年の新疆内部における民族運動の展開

と、境外ウイグル人組織の活動との間に繋が

りが有るのか無いのか、あるとすればそれは

どのような実相を示しているのかという問



題について、歴史的観点も踏まえつつ体系的

に整理していくことを目的とする。 

 

３．研究の方法：1949 年中国共産党が中華

人民共和国を建国し、新疆を実効支配するよ

うになると、少なからぬウイグル人が旧ソ連

中央アジアやパキスタン、アフガニスタン、

トルコ、サウジアラビア等に移住や政治亡命

した。現在の「イスラームによる結束」を謳

う政治組織を除いた、その他のウイグル人在

外民族組織は、歴史を辿ると、①1950 年代

にインドを経てトルコやサウジアラビアに

政治亡命した中華民国官僚や資本家ら ②

1950～60 年代に旧ソ連へ経済移民・政治亡

命をした旧「東トルキスタン共和国」関係者 

の二派に大別できる。本研究では、中国と国

境を接する～或いは地域的に非常に近い中

央アジア三国（カザフスタンとキルギス共和

国、さらにウズベキスタン）について、ウイ

グル人組織やコミュニティ、民族運動組織や

ウイグル語メディアについてフィールドワ

ークを行った。 

 中央アジアでは、亡命者自らが記した回想

録や口述を収集し、現地調査（フィールドワ

ーク）を行ったが、旧ソ連の公文書へのアク

セスはできなかった。そこで中国関連の公文

書へのアクセスを試みたところ、1950 年代

に、中華人民共和国からウイグル人が大勢政

治亡命していく際、大陸から台湾に追われた

中華民国政府（国府側）が、国際機関の援助

を得て、ウイグル人の亡命や移住に対して経

済的にも政治的にも力を貸していたことが

わかり、またそれを証明する史料が台湾に存

在すると判明したため、台北を訪れるに至っ

た。台北南港にある中央研究院近代史研究所

档案館では「中華民国外交部文書」を、新店

及び台北市内にある国史館では「中華民国国

民政府文書」や個人档案などを閲覧し、中華

民国政府がウイグル人亡命者問題にどう関

与していたかを記す文書を収集した。 

 

４．研究成果：（１）公文書調査の成果は以

下の通り。中国共産党との内戦に敗れ台湾に

渡った中華民国政府は、①国連へウイグル人

亡命者保護を強く要請し、新疆脱出後の亡命

者に対し、自らも相当な経済的援助を行って

いたこと、②ウイグル人在外亡命者組織と中

華民国政府は「反共」（反中国共産党）とい

うイデオロギー的結束で、1960 年代までは

深い繋がりを維持していたこと、③蒋介石の

死後、特に中華人民共和国が改革開放に舵を

取ってからは、両者には往来が消失すること

等、これまで知られていない中国国民党とウ

イグル人亡命者の結びつきが台湾に於ける

文献調査の結果、明らかとなった。（２）中

央アジアでのフィールドワークの成果は以

下の通り。①「カザフスタンのウイグル人」

については既に幾つかの先行研究が存在す

るが、「キルギス共和国のウイグル人～その

コミュニティ、民族組織、ウイグル語メディ

ア等～」については言及する論考は存在しな

かった。本研究によって、キルギスのウイグ

ル人社会の全容が、ほぼ明らかとなった。②

「東トルキスタン共和国」時代に政府中枢に

比較的近い部署にいて、その後、中央アジア

に移住し、民族組織に関わってきた人々にイ

ンタビューすることができた。とりわけ、「東

トルキスタン共和国」時代に政府公報に勤務

し、漢語文献の翻訳やメディア工作に従事し

たムニール・イェルズィン氏へのインタビュ

ー記録は、他に類例のない貴重なものである。 
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